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２００７年１１月２９日

報道関係各位

社団法人 日本化学工業協会

日本レスポンシブル・ケア協議会

化学業界のエネルギー原単位　１９９０年度比１８％削減を達成（２００６年度）

化学産業の活動成果をまとめた『レスポンシブル・ケア報告書２００７』発行
～１２月１１日・２０日、東京と大阪で報告会～

化学会社１０３社で組織する日本レスポンシブル・ケア協議会（ＪＲＣＣ）ではこのほど、化学産業界が“環境・安全・健康”を確保するために行っている環境保全、保安防災、労働安全衛生、化学品・製品安全、物流安全、社会との対話に関する自主的な取り組み（＝レスポンシブル・ケア活動）の２００６年度の成果をまとめた『レスポンシブル・ケア報告書２００７』（Ａ４判、３６㌻）を発行いたしました。
報告書の内容を解説する報告会は、１２月１１日（火）、２０日（木）にそれぞれ東京・発明会館と大阪・堂島ホテルで開催いたします。

　レスポンシブル・ケアとは、化学物質を扱うそれぞれの企業が化学物質の開発から製造、物流、使用、最終消費を経て廃棄に至るすべての過程において、自主的に“環境・安全・健康”を確保し、活動の成果を公表し、社会との対話を通して活動の理解促進を図る活動のことです。この活動は２００７年１１月現在、世界５３カ国に導入されており、日本では、１９９５年に社団法人日本化学工業協会内に日本レスポンシブル・ケア協議会が設立され、今年で１３年目を迎えています。ＪＲＣＣの設立により、それまで各企業が独自に行っていた環境・安全配慮の活動が統一・標準化され、各企業が互いに協力し合い、効率のよい活動が進められるようになりました。

　『レスポンシブル・ケア報告書２００７』では、協議会としての活動方針や年間活動計画とその実施状況を報告するとともに、２００６年度１年間で取り組んだ会員企業の成果を、環境保全、保安防災、労働安全衛生、化学品・製品安全、物流安全、環境・保安投資、社会対話などの項目別に、データやグラフ、写真を用いて分かりやすく紹介しています。特に２００６年度において化学業界は、地球温暖化対策としてエネルギー原単位を基準年の１９９０年度比１８％削減し、また、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）は基準年の２０００年度比４４％排出削減まで進展させるなど、省エネルギー、環境保全の面で大きく前進いたしました。他にも、ＡＳＥＡＮ地区におけるレスポンシブル・ケアの普及のために現地セミナーを開催するなど、国際的な人材育成・能力向上活動（キャパシティ・ビルディング）も積極的に展開いたしました。

報告会では、『レスポンシブル・ケア報告書２００７』の内容を解説するほか、専門家による生物多様性に関する講演と、会員企業３社による同問題に関する取り組み事例の紹介を予定しています。なお、報告会は入場無料でどなたでも参加できますが、事前登録が必要です。

申し込み先：日本レスポンシブル・ケア協議会／斉藤　TEL　03-3297-2578／FAX　03-3297-2615
申し込み締め切り：１２月５日（水）
本リリースに関するお問い合わせ先：

社団法人 日本化学工業協会　広報部／青山　TEL：０３－３２９７－２５５５／FAX：０３－３２９７－２６１５

『レスポンシブル・ケア報告書２００７』報告会概要

【東京報告会】
１２月１１日（火）１３：３０～１７：００

場所：発明会館　　東京都港区虎ノ門２－９－１４　TEL：０３－３５０２－５４９９

１３：３０

開会挨拶

１３：３５

報告書発表  　

概要説明
永守幸人（報告書WG主査）

質疑応答 

１４：３５

個別事例報告 ；「生物多様性について」

１．細見弘明〔旭化成㈱　環境安全部〕　

２．福井喜久子〔積水化学工業㈱　ＣＳＲ部 環境経営グループ〕　

３．岡田淳吾〔ライオン㈱　ＣＳＲ推進部 環境保全推進室〕

１５：３５

＜休憩＞　

１５：５０

講演　；「生物多様性に関して」（仮題）　　　　

岩槻邦男〔生物多様性ＪＡＰＡＮ 代表〕

１７：００

閉会　　

【大阪報告会】
１２月２０日（木）１３：３０～１７：００

場所：堂島ホテル
大阪市北区堂島浜２－１－３１ TEL：０６－６３４１－３０００

１３：３０

開会挨拶

１３：３５

報告書発表  　

概要説明
永守幸人（報告書WG主査）

質疑応答 

１４：３５

個別事例報告 ；「生物多様性について」

１．細見弘明〔旭化成㈱　環境安全部〕　

２．福井喜久子〔積水化学工業㈱　ＣＳＲ部 環境経営グループ〕　

３．岡田淳吾〔ライオン㈱　ＣＳＲ推進部 環境保全推進室〕

１５：３５

＜休憩＞　

１５：５０

講演　；「生物多様性に関して」（仮題）　　　　

岩槻邦男〔生物多様性ＪＡＰＡＮ 代表〕

１７：００

閉会
申し込み・問い合わせ先：

日本レスポンシブル・ケア協議会（ＪＲＣＣ）／福光、斉藤

　
〒１０４－００３３　東京都中央区新川一丁目４番１号　住友不動産六甲ビル７階

ＴＥＬ　０３－３２９７－２５７８／ＦＡＸ　０３－３２９７－２６１５

社団法人 日本化学工業協会


〒104-0033 東京都中央区新川1丁目4番1号 住友不動産六甲ビル7階


TEL：03-3297-2555  FAX：03-3297-2615　URL：http://www.nikkakyo.org/
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